
※平成23年度に実施した事業を評価しています

36 - 23 - 02 - 01 予算事業名

会計 10 款 03 項 02 目 01

１．事業の位置付けと関連計画等

第三次川越市総合計画後期基本計画における位置付け 位置付けなしの場合
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1節
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２．事業の目的と概要

３．実施にかかるコストと実績 (単位:千円)
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Ｄ

Ｅ

※24年度、25年度の事業費、人件費は見込額

４．成果指標・活動指標による分析 ※臨時職員の給与も、人件費に含みます。

成果 ：中心指標 単位

成果 人

成果 人

成果 人

活動 園

５．事業の実施を通じた分析・評価

⑷　所属長自己評価（今後の方向性） 継続

中心指標の考え方 一日あたりの利用者平均人数と補助対象幼稚園数

指標に基づく評価 全体を通して、預かり保育の利用は増加傾向にあるため、待機児童の解消につながっていると考えられる。

待機児童対策として平成１２年から実施しているが、年々利用者数が増加しており、成果を得ている。今後はさらに３歳未満児の受入
れを促し、事業を継続していく必要がある。

預かり保育を実施している幼稚園が９割まで到達したが、３歳未満児の実施が少ないことが今後の課題となっている。

⑵　比較参考値（他市での類似事業の例など）

埼玉県内ではさいたま市、所沢市等の自治体が類似事業を行っている。補助金額の決定する要素、金額等は各自治体で異なる。

⑶　事業を廃止・縮小したときの影響

⑴　現在の課題と状況 有効性に課題

各私立幼稚園の預かり保育の保育料値上げが見込まれ、その利用の減少によって待機児童の増加が予想される。

補助対象幼稚園 29 29 29 29
預かり保育を実施している私立幼
稚園数

64
預かり保育人数の合計をその期
間の総日数で除した数

預かり保育園児数
（1歳未満）

1 1 1

預かり保育園児数
（3歳以上）

352 340 361

1
預かり保育人数の合計をその期
間の総日数で除した数

預かり保育園児数
（1歳及び2歳）

56 69 62

403
預かり保育人数の合計をその期
間の総日数で除した数

120,370

20年度 21年度 22年度 23年度 指標の定義

108,860 105,370

0

国県支出金 0

市の財政負担（＝Ｃ－Ｄ－Ｅ） 97,190 99,350 101,120

その他特定財源 0 0

正規職員（1年間の従事人数） 0.05人

0 0

0.05人 0.05人

0 0 0

0.00人

0 0 0

0.05人

0.00人臨時職員（1年間の従事人数） 0.00人 0.00人 0.00人

0.05人 0.05人

0.00人

370

総コスト（Ｃ＝Ａ＋Ｂ） 97,190 99,350 101,120 108,860 105,370 120,370

人件費 370370

96,820 98,980 100,750 108,490 105,000

370370 370

120,000

予算額 95,600 106,780 105,000 99,930 105,000

事業費

23年度20年度 24年度

ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち

幼稚園の教育時間を越えて預かり保育を行っている私立幼稚園を対象に、保育園の待機児童対策として補
助金を交付する。

預かり保育利用園児数の人数割、長期休業期間保育実施加算、経費補助を合算して補助金額を決定し、交
付する。

児童福祉の推進 個別計画等の
名称

25年度

方向性（節） 誰もが幸せに地域で暮らせるまちづくり

21年度 22年度

細施策

事業の目的
（誰・何を対象に、何のた
めに実施するのか）

事業の概要
（活動内容、実施手段・

方法など）

施策

予算事業コード

法令による実施義務 義務ではない

親への支援体制の充実

根拠となる法
令、条例等

川越市私立幼稚園預かり保育補
助金交付要綱

なし

保育課 管理担当担当部署

基本目標(章)

平成24年度　事務事業評価シート

事務事業名称 幼稚園預かり保育 継続

コード 幼稚園預かり保育

福祉部


